
七城公民館図書室　POP大募集！
　POPとは、本をお薦めする手作りの紹介文のことです。
お気に入りの本や読んでみて面白かった本のPOPを書いて
紹介してみませんか？
　応募いただいた人には素敵なプレゼントがあります。たく
さんの応募をお待ちしています。
募集期間　11月11日㈪～12月27日㈮
対象者　小学生以上
応募方法　はがきサイズの用紙に、本のタイトル・著者名・
出版社名・お薦めする理由（イラスト入り可）を手書きし、
裏面に名前を記入して応募してください。応募作品は随時図
書室に展示します。

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
菊まつり
行ってみようかなぁ～。

ごぼう

耳より情報

泗水図書館
　検察側の罪人
　代官山コールドケース
　高砂（なくて七癖あって四十八癖）
　わたしをみつけて
　日本百名島の旅
　西の窓辺へお行きなさい
　富士山の大図鑑
　ふしぎなボジャビのき
中央公民館図書室
　結婚できる「婚学」教室
　塾ごはん
　天音
　総理の夫
　とっておきの標語
　んふんふ　なめこ絵本　すてきなであい

七城公民館図書室
　働かないの
　おさんぽ美術館
　パンダ銭湯
　中学生からの勉強のやり方　　
旭志公民館図書室
　日本国憲法を口語訳してみたら
　千両かんばん
　雨ふる本屋の雨ふらし
　おばけにょうぼう
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太郎　文

としょかんまつり
と　き　11月23日㈯
ところ　泗水図書館

その他イベント情報

▼午前の部　午前10時30分～正午
「フリーライター津

つ る

留今
け さ と し

朝寿さん講演会」
演　題「ふたりの浪漫」～菊池源吾と愛加那～
　安政６年「菊池源吾」と名乗り龍郷町に潜居した
西郷隆盛。妻・愛加那との間に生まれた２人の子ど
もたちに付けた“菊”の文字の思いとは……。
　友好都市宣言調印から１年、今始まる歴史浪漫。

▼午後の部　午後１時30分～３時
「オリジナルブックカバーを作ろう」
定　員　10人（事前に申し込みが必要です）
　丁寧に読書をする人に憧れませんか？
　思い出の布・好きな布を使って、自分だけのブッ
クカバーを作りましょう。

①わたしの本棚～箱の中の小宇宙～
と　き　11月9日㈯～24日㈰
　お気に入りの本や雑誌、マンガなど、自分らしさ
をぎゅっと箱にとじこめた写真の展示会。
②本の福袋
と　き　11月23日㈯～24日㈰
　いろんなテーマで選んだ本３冊を福袋にして貸し
出します。何が入っているかは開けてからのお楽し
み♪
③いとうひろしコーナー
と　き　11月23日㈯～29日㈮
　絵本作家「いとうひろしさん」の絵本を展示しま
す。
④リサイクル図書無料配布
と　き　11月23日㈯　午前10時～
ところ　泗水図書館玄関前
図書館で購読した本や雑誌を無料で配布します。
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